
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間 薬王寺文宏 会長 

みなさん、こんにちは。 

本日は息子の中学校の入学式があっ

て、朝からそれに出席して“新入生 保

護者代表挨拶”をしてきました。そん

なのってありましたっけ？私は私立

中、高、大に通っていましたので、そんなのなかっ

たと思うんですが…。覚えてないだけできっとあっ

たんですよね⁉ 

ということで、まずは息子の入学式ということでハ

ッピーを用意させていただきます。 

続きまして、３月３１日に公示されました宮崎県議

会議員選挙が９日日曜日に投開票が行われ、私の推

しメンは無事に当選させていただきました。選挙期

間中は会員さんの会社に訪問させていただいたりも

しまして、大変お騒がせしました。またご支援いた

だきまして誠にありがとうございました。 

それにしても、なぜくそ忙しい年度末に日程を重ね

るのか… 

先週まで忙殺されてました。。。 

幸い候補者も当選しましたので、こちらもハッピー

を用意させていただきました。 

さて、先週はそんな状況でしたが、土曜日は鹿児島

西ロータリークラブの創立 60 周年の記念式典・祝賀

会に出席してきました。基調講演が池ノ上ガバナー

エレクトでしたし、私のいとこが鹿児島西 RC の直前

会長で 60 周年行事の副実行委員長でチャーターナ

イトにも出席してくれていたので、今回は是非にで

も行きたくてですね。で、本日の会長挨拶で池ノ上

ガバナーエレクトのお話をご紹介させてもらおうと

一生懸命話を聞いていたんですが、口止めされまし

たので、ここはスルーいたします。翌９日日曜日は

高鍋で IM が行われ、本日ご入会いただきます冨山さ 

んが基調講演の講師をされましたので、こちらに出 

席させてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

ということで、本日はこの後予定が目白押しですの

で、ちょっと短いですが会長の挨拶ということでさ

せていただきます。 

 

■幹事報告 安田文彦 幹事 

みなさん、こんにちは。 

 本日の幹事報告は 7 点ございます。 

1 第 8期 RLI-2730 パートⅢセミナー

のご案内が届いております。 

2 鹿児島ロータリークラブ創立70周

年記念式典のお礼が届いております。 

3 トルコ・シリア大地震義援金のお礼が届いており

ます。 

4 令和 5 年 3 月末日をもちまして、平野かよ子会

員、永山英也会員が退会されました。 

5  2023年 3月 14日の寄付についてご報告いたしま

す。ロータリー財団が1,520円米山奨学金が3,164

円でした。引き続きよろしくお願いいたします。 

6 小林ロータリークラブの例会場変更のお知らせ

が届いております。 

7 2023 年 4 月のロータリーレートは、1 ドル＝133

円です。日本事務局に着金した月の RI レートが適

用されます。月末にお振込みされる方はご注意い

ただきますようお願いいたします。 

 

■各会員からの報告 

〇ロータリー財団米山委員会 金岡保之 副委員長 

昨年度の地区補助金事業に続いて、本

年度はグローバル補助金にチャレンジ

します。申請前ですが、皆様に情報共有

させていただきます。 

クラブとしての申請の決定は次回の理事会で行う予

定です。現在は地区からの連絡を待っています。 

グローバル補助金（GG）の特徴は、多額の予算、相

手国のニーズ、相手国のクラブ（ジョソール・ウエ
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スト RC）とのコミュニケーション、複雑な申請の

プロセスなどがあります。 

今後は、地区の了解の上申請する予定です。進捗状

況を逐次ご報告する予定です。 

 

現在、宮崎アカデミー・ロータリー・ク

ラブ（MARC）から地区ロータリー・クラ

ブのグローバル・グラント（GG）へ提案

を検討している事業の説明を行った。 

事業として「バングラデシュ国ジョソ

ールのヒ素汚染対策困難地域における持続可能な飲

料水対策」を計画している（英語表記は、Capacity 

Development - Installation - Rehabilitation 

for Sustainable Rural Safe Water Supply in 

High Arsenic Contaminated Area of Jashore, 

Bangladesh）。 

まず、なぜ宮崎大学がヒ素汚染対策を実施している

のかという説明。大学としてバングラデシュやイン

ド、ミャンマーなどアジア圏でのヒ素汚染対策の経

験がある事を説明した。 

本事業は、MARC とバングラデシュのロータリー・

クラブ・オブ・ジョソール・ウエスト（RCJW）が共

同で実施する事業で、現地の NGO が実務を担当す

る。 

活動内容としては、３本柱の活動を計画しており、

1.住民啓発活動、2.安全な飲水の提供、3.維持管理

体制構築を行う。 

事業目標としては、高濃度ヒ素汚染地域で暮らして

いる人々へ持続可能で安全な飲料水を共有する。目

標給水人口は、40 基の水供給施設×40 家族×5 人

＝8,000 人である。 
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〇奉仕プロジェクト委員会 勢井由美子 委員長 

『5月 21 日集合時間 9:00 

集合場所サンビーチ一ツ橋駐車場 

活動開始 9:30～10:30 

持参するものは、飲み物。』 

今月は、母子の健康月間です。 

このプラスチックごみ問題は、多くの問いを持つも

のでございます。 

その中の一つを申しますと、先日池ノ上ガバナーエ

レクトがこのようにおっしゃいました。『環境と生

態から見ることも達への影響は想像を絶するものが

ある』と。 

どうぞ皆様揃って環境問題や会員親睦も含めまして

ご参加くださいますよう宜しくお願い致します。 

 

〇クラブ管理委員会 瀧伸一 委員 

第 109 回例会出席について、次の通り

報告いたします。 

・開催日：2023 年 4 月 11 日火曜日 

・会員数：40 名 

・ホーム出席：25 名 

・オンライン出席：1 名 

・出席者合計：26 名（出席率 65.00％） 

 

〇クラブ管理委員会 辻清委員長 

○第 2 回親睦ゴルフコンペについて 

2023.4.22（火）9：46 スタート UMK カ

ントリークラブ 現在、9名です。追加

参加が可能。 

○次回、第 110 回例会について 

2023.4.25（火）12:00〜宮崎大学地域デザイン棟 

 

■入会式 

〇推薦者 伊達紫 会員 

冨山幸子さまをご紹介いたします。 

冨山さまは、1980 年に宮崎県庁に入

職され、長く技術畑を歩んでこられま

した。活躍の場は、技術・研究開発から

フードビジネス振興、人材育成と多岐にわたってお

り、現在は、宮崎県男女共同参画センター所長をお

勤めになっております。一昨日（2023 年 4 月 9 日）

の IM での講師としてご登壇され、そのご縁もあり、



 

 

高鍋ロータリークラブ・藤本ガバナー補佐もゲスト

として駆けつけてくださいました。 

冨山さまのこれまでのご経験や男女共同参画セン

ター所長として取り組んでおられるジェンダー平等

など、宮崎アカデミーロータリークラブ会員が学ぶ

ところも多くあり、同クラブでのますますのご活躍

を期待して、会員に推薦させていただきました。 

 

〇冨山幸子 会員 

宮崎県男女共同参画センターの冨山で

ございます。 

 伊達先生からの熱心なお誘いを受け、

入会を決意いたしまいた。 

当ロータリーのメンバーには、県庁でお世話にな

った方々がいらっしゃいます。   

以前から、水光先生はじめ、宮崎大学の先生方に

も大変お世話になっており、このような先生方がい

らっしゃることも、入会の大きな動機付けになりま

した。 

 まだ何をなすべきかよくわかっておりませんが、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

■卓話  

〇公共イメージ委員会 竹井倫世 委員 

(株)コンフォートダイナーの竹井です。

本日は日頃から宮崎アカデミーロータ

リークラブの皆様より、多大なるご支援

を頂いている、ニシタチこども食堂の

2022 年度活動報告をさせて頂きます。 

 2021年 12月に始まったニシタチこども食堂は、

4 月で 15 回となりました。最初は 2 名で始まりまし

たが、今では毎回定員を超える子供達が参加してい

ます。2022 年度は子供 304 名、大人 99 名、合計 403

名もの皆様に参加頂きました。 

 こども食堂では、毎回郷土料理や宮崎名物料理

など飲食店ならではのメニューに拘り、そのストー

リーも含めて紹介しています。また、企画イベント

も同時に行っています。 

～行ったイベント～ 

１．五味五感を知る味覚の授業 

２．絵本の読み聞かせ 

３．豚肉の生産者、野菜の生産者さんからお話を聞

く 

４．ドイツ人の方による猪肉のソーセージ作り 

５．自分でつくるサラダスパゲッティ 

６．ボードゲーム大会 

７．サイコロチャレンジ 

このような活動を通して、“自然に宮崎の食を知

ること”“自然に食事のマナーを知ること”“自然

とコミュニケーション能力を身に着けること”が出

来ればと考えています。 

 この食堂を始めようと思ったきっかけは、新型

コロナウイルスによる経済的影響です。今子供達を

取り巻く環境で問題となっているのは、今食べるも

の着るものに困る「絶対的貧困」ではなく、臨時の

支出（新しい制服購入や修学旅行など）に困る「相

対的貧困」です。こども食堂の一つの役割として、

そのような環境下を知り、少しでも支援に繋げてい

きたいという目的があります。 

このような機会を頂き、この場で日頃のご支援に

心より感謝申し上げます。 

引き続きニシタチこども食堂を何卒よろしくお願

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                   

会報発行：公共イメージ委員会 
委員長 大地寛行 

宮崎アカデミーロータリークラブ 
事務局 
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TEL 0985-22-6767 FAX 0985-22-9170 


